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かならず読んでください

日常活動で活かしてください

ファイルに残してください

各戸回覧してください
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【問い合わせ先】
一般社団法人

兵庫県子ども会連合会

☎ 078-221-4081

カヌー体験

地引網体験

磯あそび

※注意事項

・最低実施人数は 30名です。

・悪天候等によりいえしまへの運航不可の場合は

イベントの開催を中止させていただきます。

カヌー体験
磯あそび

対 象 県内在住の小学 5・6年生

場 所 兵庫県立いえしま自然体験センター

集合・解散 飾磨港 姫路ポートセンター

10/5 8：30集合（予定）

10/6 16：30頃解散（予定）

申請中

募集人数 50名
申し込み多数の場合、抽選。

参加費 6,500円（税込）
全国子ども会安全共済会に未加入の場合は、

別途会費 300円を申し受けます。

申込み QRコードにてお申込み

応募締切 9/6（金）
ご参加出来る方のみ

9/10（火）までにご連絡いたします。
主催 一般社団法人兵庫県子ども会連合会
後援 兵庫県、兵庫県教育委員会

募集人数
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1 事故発生月別
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2 学年別

「令和5年度安全共済会 事故状況調査報告書」
　子ども会活動はじめ地域行事も復活し、ようやく活気を取り戻した令和５年度。
　行事別の事故発生件数では「お祭り」が断トツでトップ（スポーツは種目別集計）、ここでは育成者のケガ
が目立ちます。【全国子ども会安全共済会】では、子ども会行事に参加される保護者の皆様の事故やケガ
も保障対象になります。年に一度の行事参加であっても、万一の場合を想定し、安全共済会へのご入会を
お願いいたします。

3 行事別
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5 症状別

4 部位別
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症状 骨折 捻挫 打撲 脱臼 切り傷 挫創 その他 合計
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症状別
合計
53件

打撲 2%

骨折
53%

捻挫
15%

脱臼 2%
切り傷 6%
挫創 7%

その他
15%
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事故について

兵庫県子ども会連合会の取り組み

「子ども会KY T」を
推奨しています　令和５年度の活動中に発生した事故の件数は53件。

　※４ページ参照。令和５年度中に見舞金支払いが完了
　　している件数。
　そのうちの約半数が、スポーツの練習中あるいは
試合中に起こりました。

　状況の報告によると、十分な準備運動や、適切な声
かけをすることで防げた事例が多く見受けられ、いか
に練習（試合）前の行動が大切かと改めて感じます。

　事故第一報報告書に【KYTの実施状況】を記入する
箇所があります。ほとんどの事例で、開始前の準備
体操、事故防止の指導、声かけを行った、と書かれて
いますが、毎回のことでルーティーン化されていない
でしょうか。また「怪我しないように気をつけて」と
いった声かけでは、子どもたちは何を、どう気をつける
のかわかりません。具体的に、事例を示して注意喚起
する、子どもたち自身に考えさせることも必要です。

　現代の子どもたちは、事故や怪我に対して身を守る
経験が少ないと言われています。私たち大人が、「これ
くらいは言わなくてもわかっているだろう」と思うこと
も、彼らには通用しないこともしばしばです。また取り
巻く環境の変化により、幼い頃に思いっきり身体を
動かす機会が少なく、体力や体幹の発達に影響を及ぼ
し、怪我に繋がりやすいという声もあります。

　事故に巻き込まれ、怪我をして痛い思いをするのは
子どもたちです。中には重症で長期間の入院や通院を
余儀なくされる場合もあります。子どもたちのこうした
辛い思いを少しでも減らせるよう、近くで見守る大人
が事故防止の知識を身につけ、子どもたちに伝えて
いくことが急務であると考えます。

　子どもたちは、身近な事例のイラストシートを
活用し、危険の発見・具体的な対策を、グループ
での話し合いで進めます。

　「KYT」とは、「キケン・ヨチ・トレーニング」の
略称です。産業界では、「全員参加でチームワーク
や感受性を高める」「みんなで危険を発見し対策を
考え合い、わかり合って実行する」というねらいで、
ゼロ災害を目標にイラストから危険を発見し、対応
対策を考える方法として取り組まれています。
　子ども会KYTは、これを参考に子ども会で活用
できるよう考案された、子どもも大人も一緒に取り
組むことができる安全教育の手法です。

指導者が一方的に指示する“注意”では
なく、子どもたちがそれぞれ自分の問題
として考えやすく、ゲーム的要素も含んで
いることから興味を持って取り組みます。

「安全啓発の普及と安全活動の推進事業」
　「子ども会KYT」を活用して各市・町子連で地域の安全啓発の普及と安全活動の推進に取り組む、子ども会
安全啓発指導者養成講習会を実施しています。指導者・育成者の皆さんにも積極的なご参加をお願いいたします。
　また、当連合会より講師を派遣して、「子ども会KYT」に取り組む研修会も随時実施しています。お気軽に
お問い合わせください。

子どもたちの笑顔を守るためにできること子どもたちの笑顔を守るためにできること

子ども会活動における 子ども会では

ポイント

「どんな場面に、どんな危険が潜んでいるか？」
「その危険を回避するために何をすればいいのか」
を学ぶトレーニング

「子ども会KYT」とは？
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兵庫県子ども会連合会は、
兵庫県の【子どもたちの体験活動と健全育成】の取り組みを応援しています！
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　今年の夏はパリ五輪が開催されます。前回の東京大会か
ら３年。オリンピックを、メダルを目指す選手の皆さんには、
どんな３年間だったのでしょうか。目標を掲げ、実現させる
ために努力を重ねる。思うような記録が出ない時、怪我で
練習を中断したこと、ライバルの背中が遠く大きく見えたこ

ともあったでしょう。そんな中でも自分を信じ、自分をあき
らめずに前へ進む。強靭な精神力は、幼少期の成功体験に
大きく関わっています。子どもたちには多様なの体験活動
を通して、たくさんの「できた！」を積み重ねてほしいと心
から願って「育成会ノートvol.116」をお届けします。

子どもeye

兵庫県立図書館だより
vol.6

兵庫県子ども会連合会は、兵庫県立図書館と活動連携しています。

夏休みは、子ども達が普段の生活では体験できないことにチャレンジするよい機会です。
県立図書館には、子ども達が自分の関心のある事をじっくり調べられる情報が揃っています。

また、子ども達のためのイベントも実施しますので、
この夏休み、県立図書館で楽しい時間をたくさんつくってください。

　県立図書館では、親子で学び楽しめる「夏祭り」を毎年開催しています。
　ヘラクレスオオカブトに触ったり、きれいな昆虫の標本を見ることができます。
　また現役の声優さんがメンバーの「メダカのコタロー劇団」による環境学習のステージ、
県立高校生による自作の絵本の読み聞かせなどを予定しています。
　今年は、県立図書館開館50周年を記念してキッチンカーも参加するので、
軽食も食べることができます。どうぞお気軽に参加してください。

昔に県立図書館で使っていた資料や目録のほか、
グラフにより所蔵している本や利用者などの数値が
開館からどう増えてきたのかを展示します。

県立図書館と協力して本の貸出しなどを行っている
県内の市町立図書館を、より詳しく知ってもらう
ため、それぞれの図書館の特色などを紹介します。

　今年は、県立図書館が昭和49年10月１日に開館して50年に
なることから、これを記念していろいろな展示を行います。夏休み
期間中の主な展示は次のとおりです。

ロビー・談話室

大閲覧室

県立図書館 開館50周年記念展示

図書館夏祭り

兵庫県立図書館開館50周年
　～貴重な資料と振り返る50年展～

「巻物」や「和綴じ本」、県立図書館だけが所蔵する資料など、
普段は見ることができない、めずらしい資料を展示します。

R6.8.16 ～ R7.3.19

ふるさとひょうご情報室

阪神甲子園球場は今年で100周年、県立図書館の50周年
の２倍です。 大先輩の阪神甲子園球場に敬意を表し、阪神
甲子園球場や高校野球に関する資料などを展示します。

阪神甲子園球場100周年　R6.6.21～ R6.8.14

県立図書館は、県内の公立図書館に協力してもらい、利用者
の皆様が県内のどこにお住まいでも本の貸出しを行って
います。この協力に感謝して、県立図書館や県内公立図書館
の歩みを所蔵の資料でたどります。

おかげさまで50年
　～県民・図書館とともに～    R6.8.16 ～ R6.12.18

県立図書館の設置から現在までの主な出来事を年表
で展示します。

兵庫県立図書館のあゆみ　R6.5.1 ～ R6.11.20

図書館の今むかし　R6.6.21 ～ R6.11.20

兵庫県内市町立図書館の紹介
　　　　　　　　　　　　　R6.7.19 ～ R6.11.20

X（旧：Twitter）ホームページ Facebook Instagram
開館時間 9：30～18：00
休 館 日 毎週月曜日・毎月第３木曜日・年末年始（12月29日～１月３日） 

特別整理期間（６月頃１週間程度）
アクセス JR明石駅、山陽明石駅で下車、北へ800メートル（明石公園内）

当館に専用駐車場はありません。お車でお越しの際は、公園内または
近隣にある有料駐車場をご利用ください。

令和６年８月17日（土）10:00～15:00
オススメイベント～親子で楽しめるオススメイベント～
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